
平成 29年度 第１回豊島区災害医療検討会議 

平成２９年９月２６日（火） 

午後７時３０分 

池袋保健所３階講堂 

【 次 第 】 

１．会長挨拶 

２．議 事 

（１）緊急医療救護所開設場所の拡充について 

（２）災害時における緊急通行車両に関する協定の締結について 

（３）妊産婦・新生児対応補助救援センターの整備について

（４）災害診療記録様式について 

    （５）２９年度訓練の実施について

    （６）飲料水・非常電源の準備状況調査の結果について

３．その他    

【資料】 

資料１-１ 災害時の周産期医療について 

資料１-２ 平成 29 年豊島区産婦人科医会 臨時総会のお知らせ 

資料２   大規模災害時の保健医療活動に係る体制の整備について 

資料３   豊島区審議会等の会議の公開に関する要綱 
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緊急医療救護所開設場所の拡充について 

１．緊急医療救護所の開設予定地

病院名
緊急医療救護所開設場所

トリアージ 軽症者対応

池袋病院 東池袋公園 東池袋公園

一心病院 病院の駐車場 東部区民事務所

大同病院 大同病院裏 区立千登世橋中

都立大塚病院 調整中

長汐病院 長汐病院検診センター

としま昭和病院
病院裏の通路 としま昭和病院

附属クリニック

原整形外科 病院の駐輪場 区立西池袋中学校

平塚胃腸病院 医師会館 西池袋公園

山川病院 調整中

山口病院 調整中

要町病院
要町病院

（場所調整中）

要町病院（場所調整中）

もしくは千川中学校

   平成 29年度中に拡充予定

２．要町病院への医療資器材搬入予定時期

  平成 29年 12月～1月



災害時における緊急通行車両に関する協定の締結について

１．本協定の目的について

豊島区民社会福祉協議会（以下「社協」）及び豊島区社会福祉事業団（以下「事業団」）が保有する車両

を緊急通行車両として事前登録し、大震災等に緊急医療救護所の運営（負傷者の救護及び搬送）に要する

車両として豊島区へ提供してもらうことを目的としている。

 災害発生時に交通規制が実施された場合、緊急通行車両として登録された車両は規制区間を通行する

ことが可能となるため、負傷者の救護及び搬送に活用することができる。

２．本協定の締結について

 社協と「防災対策の協力に関する協定書」（平成 29年 8月 1日改正 別紙参照）、事業団と「災害時に
おける福祉救援センター（介護型）の設置及び運営に関する協定」（平成 29年 8月 1日締結 別紙参照）
をそれぞれ締結・改正した。

３．緊急通行車両の利用について

登録の完了に伴い、「緊急通行車両等事前届出済証」が管轄の警察署から交付された。災害発生時に届

出済証を警察署や緊急交通路上の検問所に提示し、緊急通行車両等確認申請書に記載することで上図の

標章が交付される。その標章を車両に掲示することで規制区間を通行することが可能となる。

社協

(5台) 
事業団

(3台) 

社協

(5台) 
事業団

(3台) 

災害発生時

豊島区へ提供

負傷者の救護

及び搬送に活用

緊急通行車両として

警察署へ事前登録

（災害時の規制区間

の通行が可能）

池袋警察・巣鴨警察

に緊急通行車両

として事前登録済

災害発生時

届出済証（地域保健課保管）

を提示し申請

標章が交付され、規

制区間の通行が可能

となる

の車両

の車両















平成２９年度災害医療体制構築訓練の実施について 

１．緊急医療救護所立ち上げ訓練

  予定日時 ： 11月 4日（土）14:00~16:00 
  会場   ： 東池袋公園、池袋保健所３Ｆ講堂 

（１）訓練の内容

①緊急医療救護所の立ち上げ

    ・トリアージエリア、軽症者対応場所の設営

    ・負傷者の動線確保

    ・医薬品、資器材の設置、状況確認

   ②通信訓練

    ・医療対策本部への参集状況報告（イエデンワ、防災無線）

    ・医師会安否確認システムでの安否確認

    ・医療対策本部への立ち上げ報告

    ・後方支援病院への立ち上げ報告

   ③災害拠点連携病院への負傷者搬送シミュレーション

    ・担架等で搬送

   ④災害拠点病院（都立大塚病院）への負傷者搬送シミュレーション

    ・民間救急車両で搬送

（２）当日のタイムスケジュール

時 間 活動内容

14:00 ・集合

・訓練内容、タイムスケジュール説明

・役割分担説明

14:15 〇通信訓練開始

・医療対策本部への参集報告

・医師会安否確認

14:20 〇トリアージスペース、軽症者対応スペース設営

〇資器材、医薬品設置

〇負傷者の動線確認

〇医療対策本部、後方支援病院への立ち上げ報告

14:40 ○災害拠点連携病院、災害拠点病院（都立大塚病院）に負傷者搬送シミ

ュレーション

15:15 テント、資器材撤収作業

15:30 検証会

16:00 閉会

（３）東池袋公園レイアウト図 → 別紙



２．トリアージ訓練

  予定日時 ： 平成 30年 2月 24日（土）14:00～16:00 
  会場   ： 都立大塚病院

  講師   ： 帝京大学医療技術学部スポーツ医療学科救急救命士コース教授 

小菅 宇之先生

内容   ： 講義、実地訓練

３．図上訓練

  予定日時   ： 平成 30年 3月 10日（土）
  会場     ： 豊島区医師会館または都立大塚病院

  アドバイザー ： 帝京大学医療技術学部スポーツ医療学科救急救命士コ

ース 教授 小菅 宇之先生

  内容     ： 緊急医療救護所、医療対策本部、災害拠点病院、災害拠

点連携病院等ブース毎に部屋を分けて、情報伝達に重

点を置いた図上訓練





大規模震災発生時における飲料水・非常電源の準備状況調査（集計結果）

アンケート実施対象医療機関⇒区内15か所の病院（内13病院より回答）

１．飲料水について

(1)飲料水の備蓄状況について

問 ①ペットボトル等で備蓄している

②貯水槽等の水を使用する予定

③特に備蓄等していない

④その他

回答病院 ①ペットボトル等 ②貯水槽等 ③備蓄なし ④その他

何ℓ 何人分 何日分 何ℓ 何人分 何日分

a 77 3

b 700 3 25,000

c 3 30,000 1

d 3 3

e 2 5
病人用下部の水1.5ℓを230

本保管

f 360 60 2

g 300 69,600

h 3 3

i 270 30 3

j 4

k 6,000 200 5

l 684 40,000
1.5ℓペットボトルを456本
受水槽、高置水槽を保

有

m 〇

→ ◎ペットボトルで備蓄している病院は11院

　貯水槽等に備蓄している病院は6院

　水の備蓄のない病院は1院

(2)大規模震災が発生した場合の対応について

問 ①日ごろから仕入れている飲食品等の業者を通じて購入

②水道局など行政による給水車などの支援を要請する

③特に想定していない

④その他

回答病院
①業者から
購入

②給水車等 ③想定なし ④その他

a 〇

b 〇

c 〇

d 〇

e 〇 〇

f 〇

g 〇 〇

h 回答なし

i 〇

j 〇

k 〇

l 〇

m 〇 〇

計 6 6 3 0

→ ①業者を通じて購入するのは６院

②行政の支援を要請するのは６院

③特に想定していない病院が３院


